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日本海に面した豪雪地帯では５月中旬から７月上旬の雪解け時期に積雪表面が色づく彩雪現
象が出現する。その彩雪は緑、赤、黄色壇ど多様であるが、いずれも１から数種類の微細藻類
が優占的に繁茂した結果である。このように彩雪に生育する藻類を雪上藻類あるいは氷雪藻類
と呼ぶ。これらの生育分布は多くの場合、極域あるいは世界中の森林限界を越えた高山地域か
ら報告されている。しかし、日本の豪雪地帯、我女の調査値である山形県の月山や鳥海山、福
島県の裏磐梯高原では標高１０ＱＯｍ付近、さらに低地の広葉樹林地域に出現する。
今回は日本以外では報告例の少ない黄雪に優占するＧご〃ひ癖｡撒鰯s魂if鍼（黄金色藻綱）につい
て、その形態的特徴に基づく分類と分子系統の結果を報告する。ｃ・鰯磁i鱗滋は単細胞で、約１Ｑ
ミクロンの、通常４つの発達した疎上突起を持つ四面体構造を呈し、長短２本の鞭毛で遊泳し
ている。現地から持ち帰った試料は室温での保存や観察はできず、全ての作業を低温下（４℃）
で行った。確立した培養株を用いてl8SrDNAの塩基配列を決定した後、関連する藻類を含灘た
系統樹を構築し、ｃ己ハァ｡蹴｡”“海繊溌の系統関係を解析した。その結果は以下の通りである。
１）ｃｏＡｍ辨醜“属は多系統になり、２）同じ黄雪優占種の．.灘｡ｆと単系統となり、３）そ
れらは他のｃｃ雄｡堺｡灘α５属藻類から独立し、４）ｏ・”諏溌に形態が酷似した遊走子を放出する多
細胞性のミズオ（町凌”江$ん“錘3)を加えて解析すると、この両藻が最も近縁となった。
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